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はじめに
　思春期はホルモンバランスが変化することにより歯
肉炎が発症しやすい時期であり，セルフケアによるプ
ラークコントロールが重要だと言われている．本学歯
科衛生士学科では，臨地実習の一環として中学校での
歯科保健教育実習を行ってきた．そこで，今回①健康
な歯肉と歯肉炎を見分けられる②歯の正しい清掃法を
身につける，ことを目標に，中学1年生を対象に歯肉炎
予防の講話と口腔清掃指導を行った．本年，実施後の
アンケートによりその理解度を調査し，歯科保健教育
　　　　　く実習の効果と今後の課題を検討した．
対象および方法
　①対象：新潟市立曽野木中学校1年生104名（男子：
62名，女子：42名）②時期：平成20年5月（4月に歯
科健診実施済み）③方法：歯肉炎の症状と原因につい
て講話を行い，口腔内を染め出して，口腔清掃指導終
了後に健康歯肉の理解度炎症歯肉の観察とスケッチ，
口腔清掃等7項目についてアンケートを実施した．
結果および考察
　歯科健診においてGO（歯周疾患要観察者）とG（歯
科医師による精密検査及び治療を要するもの）の所見
が認められた者は15名（16％）であった（図1）．歯科
保健教育実習での自己観察は，歯肉に炎症があると判
別した者は42名（40％）（図2）であり，歯科健診結果
と比較し，炎症歯肉があると判別した者は24％増加し
た．また，歯科保健教育実習後のアンケートでは，健
康な歯肉について「わかった」，「少しわかった」と解
答した者が102名（98％）であった．1日の歯磨きの時
間帯は，朝食後が88名，就寝前が78名，昼食後は16名
であった．また，「歯のことがわかった⊥「歯の磨き方
やフロスの使い方がわかった」，「歯肉炎にならないよ
うに気をつけて磨きたい」などの感想が上げられた．
今回の歯科保健教育では，健康歯肉の状態や口腔清掃
法の理解につながったと思われる．また，自己観察に
よる炎症歯肉の判別では，歯科健診結果より24％増加
したが「これは指導の効果があったものと考えられる．
日頃から自己観察を習慣づけるとともに，歯科保健教
育において，口腔内写真媒体の使用や，個別指導に重
点を置くことなどが必要と思われる．
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図1　歯科健診における炎症歯肉判別結果
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図2　歯科保健教育における炎症歯肉判別結果
まとめ
　口腔内環境を良好に維持するためには，小・中学生
より，歯肉の健康状態を判別できる能力を身につけさ
せるための継続指導が重要と考える．
